
110俵 以上の契lJ者 にブレゼン トされる精米機.冷蔵庫で管理 してくれ
ているので十分に美味 しいが、精米 したての米は格段に美味。2田園越
しに交流拠点となっている普賢院を望む。3「生まれ育った大切な故郷
を、次世代に引き継ぎたい」との思いを持つ押井営農組合のみなさん。

収穫 イベン トに参加 する自給家
:

族 .親戚の稲刈 りを手伝 いに行 |

くように米作 りを支える。

|■:|∵
■■■|‐ |

督

骰111竜
=

辣
趣 |

遮|

藩

|‐
‐
ti‐

警11

‐11:

i■■1

ず
、

一鶴

一苺

難
鷲
■
澪
一筆

一黎
一護
■
畿
一
議

生産者と消費者がつながって、

双方が豊かになる

押井の米を絆に!

お米もやさしさも分け合つて

自給家族の一員になる
「地球が1つの家族だつたら」の言葉を思い出さずにいられない、

地域の持続を願いながら、みんなの幸せも願う“お互いさま"の取り組み。

全国でも話題になつている、押井営農組合の自給家族のお話。
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押井の里 I自給家族」‐
家族  IWiNIWIN
(営農組合)●の関係■

家族
(契約者) Save Thc Satoyama

里山を守る
1押井営農組合

1農の営みが続き農地が守
られる

集落が消減の危機から救

われる
「関係人口」が生まれ暮ら

しが楽しくなる
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|1安 全 で美味 しいお米が確 |

実に手に入る       |
|“地球や人に優 しい消費に |

貢献できる        |
■ 自然や人の温 もりを感 じ |

暮 らしが楽 しくなる
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の記事に関連
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家族が食べるために作る安心な源流米ミネアサヒ

買う人 と作る人が“自給家族 "と

なって支え合 う「源流米 ミネアサヒ

CSAプロジェクト」。高齢化で離農者も

増えるなかで、押井営農組合が米作 り

押井町

押井営農組合 ぉしt、ぇいのうくみあい

と地域の存続のために2019年 に開始 .

生産者は実費を得て自給家族のため

の米を作 り、契約者は美味しくて安

全・安心な米を人手できる取り組みだ。

・  一つの家族となつて、 す・
自分たちが食べる安全で美味しい

お米を自給する。

00565683561 0愛 知県豊田市押井町寺ノ入4
0正規コース3～ 10年の間で、年1俵 (60kq Y30,000)以上の契約が必要
お試しコース 1～2年の間で、年 05俵 (30kg Y15,000)以 上の契約が必要


